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換気必要 

1 時間に 1 〜 2 回 


(寝るとさ消义) 

ガソリン使用禁止 


(スプレー生厳禁) 

使用燃料：'打油 
KEROSENE 
ONLY 


A 注意 

変質した持ち越し巧油 
使用厳禁 



お買い上げいただを、まことにありがとう 
ございます。 

お使いになる前に必ずこの取扱説明書を 
お読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、ご使用になる方 
がいつでも取り出せる場所に、保証書と 
共に大切に保管してください。 


製品アンケートへのご協力をお願いします 

fP C) http://www.dainichi-net.co.jp/hagaki/ 日紛驻 
應帯 ] http://www.dain jchj-net.co.jp/mfh/ 

※ご回答の際、ご購入機種の製造番号やお客様のメールアド 
レスなどの入力が必要です。 

通信料などはお客様のご負担となります。 
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安全のためにがずお守り < だをい 

お使いになる方や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただく 
ことを説明しています 


誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の区分で説明していまず。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t :、 重傷を負う危険、または 
乂災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、または 
乂災の可能性が想定される内容を示しています。 

/ K ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害の 
発生が想定される内容を示しています。 


本文中のマークは、次の意味を表しまず。 


么危険 (DANGER) 


ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は絶対に使用しないでください C 
乂災の原因になります。 


魯 



このマークは、してはいけなし■禁止」を表しています。 

〇猜處 

このマークは、必ず実行していただく r 指示」を表しています。 



換気が要 

換気せずに使用を続けないでください。 

酸素が不足すると不完全燃焼し、一酸化炭素などが 
発生して中毒になるおそれがあります。また、乳幼 
児や呼吸器疾患などの方は、体調不良になるおそれ 
があります。 

換気は、換気扇を使用したり、窓や戸などを2力所 
開けると効率良く行えます。 

窓の凍結、地下室など換気が十分に行えない場所で 
は使用しないでください。 



© 


スプレー宙 厳禁 

スプレーちやカセツトこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
<ださい。 

熱で吿の圧力が上がり、爆 
発し、危険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用し 
ないで < ださい。 

衣類が落下して火がつさ、 
乂災の原因になります。 


雨爲 



ご使用前安全のために必ずお守りください 


1 


么警告 (WARNING) 


温風吹出□をふさがない 

衣類、紙などで温風吹出□や燃 
焼.温屈^ OTA □をふさがないで 
<ださい。また、ストーブガードを 
ご使用のとさは、囲いに干し物を 
掛けたりしないでください。 

異常燃焼や乂災の原因になります。 
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寝るとを消义 

寝るとさや外出するとさは、必ず 
消乂してください。 

予想しない事故が発生するおそれ 
があります。 



可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発生するもの(ベ 
ンジン、シンナー)、スプレーを使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 
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么注意 (CAUTION) 


設置 


可燃物との距離を離ず 

図に示すファンヒーターの周囲には可燃物や障害 
物を置かないで < ださい。 

火災の原因になります。 



〇 


(水平で丈夫な巧面に設置） 


カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

カーテン、布団、毛布など燃えやすいもののそば 
などでは使用しないでください。 

火災が発生するおそれがあります。 

可燃物か5離す距離は、左項の r 可燃物との距離 
を離す」に従ってください。 



0 


次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故の原因になります。 


0 


〇振動の激しい場所 
〇水平でない場所、不安定な場所 
〇不安定な物をのせた棚などの下 
〇風のあたる場所、部屋の出入□、 
屋外 

〇人のいなし、場所、人があたたまる 
目的 m 外での場所 
(温室、飼育室など） 

〇可燃性ガスの発生ずる場所、または 
たまる場所 


乂災の原因になります。 


〇窓の;東結などのため、換気び十分 
に行えない場所 

〇暖炉や巧し入れなど、フアンヒ 
一夕一が囲われる場所 
〇ほこり•湿気-金属粉の多し、場所 
〇標高1，000 miu 上の高地 


>直射日光のあたる場所 
^里•美容院、クリーニング店、 
はんだ付け作業所、メツキ•塗装 
工場などスプレーや化学薬品を 
使う場所 


不完全燃焼の原因になります。 


故障や予想しない事故が 
発生する原因になります。 


ご使用前安全のために必ずお守りください 
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安全のためにがずお守り < だをい 


A 注意 (CAUTION) 


2使用時 


移動ずるとさの注意 

フアンヒーターを移動するとさは、 
乂を消してカートリツジタンクを 
取り出し、傾けないように静かに 
運んでください。 

好油がこぼれると乂災の原因に 
なります。 



〇 


弧 


異常-故障時使用禁止 

油漏れや臭い、すすの発 
生、炎の色など異常や故 . 
障と思われるとさは使用づ 
しないで < ださい。 

異常燃焼や予想しない事 
故の原因になります。 



運搬ずるとをの注意 

フアンヒーターを運搬するとさは、 
カートリッジタンク•油受皿内の 
巧油を抜いてください。 

運搬の途中で巧油がこぼれて周囲 
をミちすおそれがあります。 


〇 


フアンフイルターは 於ず使用 

フアンフイルターを 取り外した 
状態で使用しないでください。 

内部にほこりがたまり、異常 
燃焼の原因になります。 
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シリコーン配合商品を使用しない 

フアン ヒーターの故障の原因となることが表示されて 
いるヘアケア商品などは、シリコーンが配合されて 
います。 フアン ヒーターと同時に使用しないでく 
ださい。また、注意表示がなくてもシリコーンが 
配合されている商品(化粧品類、衣類の防水剤•柔 
軟剤、家具などのつや出し剤•保護剤など)も同時 
使用は控えてください。やむなくご使用になるとき 
は、 フアン ヒーターの運転を一時的に停止し、使用 
後は、換気を十分に行なってか!5運転を再開して 
<ださい。 

異常燃焼のおそれや、着火ミスや途中消火、換気 
ランプ®点滅の原因になります。 

シリコーン配合商品が原因で修理を依頼されたとき 
は、保証期間中でち保証の対象外となります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、重い物をのせ 
ないでください。また、高温部に近づけたり、束ねた 
まま使用しないでください。 

電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜か 
ないで < ださい。 

乂災ゃ感電の原因になります。气 



0 


0 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込み、 
傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで 
<ださい。 

乂災の原因になります。 

めれた手での抜さ差しは 
しないで < ださい。 

感電の原因になります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は温風吹出 □ 
やガードなどに手など触れない 
でください。 

やけどのおそれがあります。 



€) 


温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あた!5ないで 
ください。特にお子様や、病気の 
方などがご使用のとさは注意して 
<ださい。 

低温やけどや脱水症状になるおそ 
れがあります。 



本体内に指や異物を入れ 
ない 

温風吹出□や燃焼-温風空気取入 
□に指や可燃物-金などの異物 
を入れないでください。 

けがややけどを負ったり、火災•感 
電の原因になります。 



0 


ご使用前ま全のために必ずお守りください 
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A 注意 (CAUTION) 


3給油時 


給油時消义 

乂災のおそれがありますので、 
給油は必ず消火し、火の気のない 
ところで行なつてください。 


油漏れ確認 

口金は確実に閉めてください。 
□金を下にして油漏れがないこと 
を確かめてください。 

□金を斜めに閉めたりすると簡単 
に□金が外れて、乂災のおそれが 
あります。 



冒れを確認;>5 



〇 


不良な油使用禁止 

変質な油(持ち越した巧油など)、 
不純な油(な油]^ソ外の油、水やごみ 
が混入したな油など)などの不良 
丹油を使用しないでください。 
異常燃焼のおそれがあります。 


0 


4点検 • 手入れ • 保管 • 廃棄 


ほこりの除去 

フアンフイルターは 週に1回じ (上 
必ず掃除して < ださい。 

ごみ、ほこりなどが付着すると 
異常燃焼のおそれがあります。 



分解修理-改造の禁止 

故障•破損した5、使用しないで 
ください。また、お客様自身に 
よる修理や改造、分解はしないで 
<ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 



保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとさや、保管する 
とさは、必ずカートリッジタン 
ク-油受皿内のな油を抜き、傾け 
たり横倒しの状態で保管しない 
でください。 

火災のおそれがあります。 



〇 


電源、プラグのお手入れを 
ずる 

とさどさは電源プラグを抜さ、 
ほこりや金属物を除去してくだ 
さい。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁 
不良になり、火災の原因になり 
ます。 

グを〇 


長期間使用しないとさは 
電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさは、電源 
プラグをおいてください。火災 
や予想しない事故の原因になり 
ふ9 〇 


廃棄ずるとさ 

フアンヒーターを廃棄処分するとさ 
は、必ず力ートリツジタンク•油 
受皿内のな油を市販の給油ポンプ 
などで巧いてください。函互を 
巧油が入ったまま廃棄すると、 
リサイクルの際、思わめ事故に 
なるおそれがあります。 


處 


〇 


ご使用前安全のために必ずお守りください 
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る宜 B のなまス 


00 


か観 



〔前面） 


表示部 I 7 ペー：;〉1 8 ページ〉 


気密油タンクり3 ペ-ジ〉 

(於下、「カートリッジタンク」) 



® ガ-ド 


感 油受皿 


® 運転中高温になる部分にミ主意ください） 
(§) 点検-手入れが必要な部分 


—己一 


ご使用前各部のなまえ 


CWW) 


内部(力ートリツジタンクを巧いたが態) 


^f\ 



感 


気密油タンクの 
給油時消乂装置画星を 


バックスペーヴ 


感 


フアンフイ ルター [|3 ペ-ジ) 


室温センサー117心:;〉を6心み1 

I 

り ^ 

< 



感 電源コード 




燃焼-温風空気取入 □ 


@電源プラグ田^ 


、サイドスペーヴ 


お守0<だをい 


バックスペーヴは水平に倒してお使いください。 

カーテンなどで I 燃焼-温風空気取入□がふさがれるのを防ざます。 
サイドスぺーヴはファンヒーターの左側面が壁に近い場含、壁に 
密着しないよう図のようにしてお使いください。 


バックスペーヴ 
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ご使用前各部のなまえ 






























































































































































































る部のなまス 


00 


操作部 



※表示部は説明のため、すべて表示したげ態です。 
使用中に、すべて表示することはありません。 


/イ 

運輯延長ランプ函互> - 


運転延長ボタン西召 >- 


温度/時刻調節ボタン II 7ペ-ジ〉 函互> 121ペ-ジ〉 - 

現在時刻ランプ®函^- 

時刻をせランプ®函召）- 


タイマー台せランプ®摩 


表示切梅ボタン 120心ジ〉12い-ジ〉 - 

フイルターランプ ( M ) 画星を- 
換気ランプ ( D 国召>- 


ひかえめランプ®因召 >- 
ひかえめボタン朽^—— 


待機中ランプ ( D 巧豆 >- 



点滅：ミ' I 臭消乂 

巧 


谓転延島）"連転 

入/の 


設定温度室の湿度 



温度/時刻調節 

づ阪 


9現を時刻 
9時刻含せ 
9夕か甜 




简 


チャイルド□、リク 


ぶ 待機中 (Q 3妙巧し- 


—運転ランプ®歴召>歴召>塵召> 

-消臭消乂ランプ ( D 歴召> 

-運転入/切スイッチ巧^国苗> 


—設定温度表示 II 己ペ-ジ>117ペ-：;〉 
—エラー表示 127ペ-ジ〉 

—室内温度表示 II 己ペ-ジ>117ペ-ジ〉 
一時計表 7 F 120ぺ-ジ〉 

ーバーグラフ油量計匹互> 


/イ 

給油ランプ®匹星を 

/イ 

タイマーランプ(緑)塵星を 


タイマーボタン 122ベ-ジ〉 


チャイルド□ックボタン rr 日ペ-み 
チャイルド□ックランプ®歴星を 


-メ□デイーと電子音の切0換えかた- 

「給油の合図」と r 燃焼残り時間のお知!5せ」は、 
メ □ディーでお知5せします。 

(メ □ディーはそれぞれ異なります） 


運お中に 



り 


約 5 秒間押ず 


メ □ディー 

^電子音 

こ封^;ピッポッピッ馬 
※それぞれ切り換わります。 


工場出荷時や電源プラグをコンセントか!5抜い 
たり、停電したときは、メ□デイーになります。 


[〇〇 


表巧部 



表示切換ボタンを1回押すごとに、ブ〜4の順で表示が切り換わります。 

7 現在時刻表示 2 時計合せ表示 ^0^ 


〇夕か甜 


• 現 S 時刻 設定温度室の温度 
〇時刻含せ 


〇現 S 時刻 

米 

〇 


設定温度室の温度 


化]日. 口 ち::送己江3日.。 


※現在時刻を合わせていないとさは 
になります。 


立タイマー合せ表示 11^ 

設定温度室の温度 


〇現を時刻 
〇時刻含せ 
-•(- 夕巧-甜 


b •• コ ' 1」. 


り 
(運転中) 


与温度表示 [17^ 

〇現巧時刻 旨曼を温度室の温度 


ぶ止中) 


〇時刻合せ 
〇タイト甜 

己江 

IS 

口 

運捉停止中表示歴召> 


〇現在時刻 

設定温度 

室の温度 


〇時刻台せ 
〇夕か甜 

• 

• 

• 
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ご使用前各部のなまえ 


ご使用前各部のなまえ 






































































































































































ほ用ずる場所 


00 


効果的に使用ずるために 



外気に接する窓の下や壁側に設置する 



温風の循環を巧げない 





〇熱に弱い材質の巧面(力ーペット、木質巧、置など)で長時間 
使用すると、変色-ひび割れ-そり返りなどが発生することが 
あります。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することもあります。 
保護のため、マットなどを敷いて使用してください。 

〇移動するときは引きず5ないでください。カーペット、床面、 
置に傷をつけるおそれがあります。 
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ご使用前 使用する場巧 


使用前の準備 


00 




ンヒーターの取り出し 



包装箱か5緩衝材などを取り除き、フアンヒーターを取り出す 





J 場で燃焼検査を巧なっているため、油受皿巧にな油が少量残り、な油臭を感じることがありますが、 
異常ではありません。 


參參 

〇包装箱と緩衝材は保管時に必要となりますので、大切に保管してください。 


ご使用前使用前の準備 
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使用前の準備 


〇で 


運面開始前の準備と確認 



水平な場所に設置する 

〇フアンヒーターが傾いた状態では使用しないで 
<ださい。 

給油ランプ ( D が誤作動によつて点滅したり、 
予想しない事故が発生するおそれがあります。 


ム 電源プラグをコンセントり00 V )に差し込む 

〇 




0 20 0 V 電源には絶対に差し込まないでください。 

乂災•感電-故障の原因になります。 

〇タコ足配線はしないで < ださい。 

乂災の原因になります。 

〇電源に発電機を使用するときは、家庭用電源 （100 V ) と同レベルの 
電源供給ができる機器を使用してください(詳しくは、発電機メー 
力一に確認してください)。 

機器が正常に動作せず、故障の原因となりまず。 



〇〇 



燃料は必ず'灯油 （J I S 1号'灯油)を使用してください 

ガソリン、不良巧油(変質な油•不純巧油)は、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

(阿油を購入されるとさは、 SQ マークを表示している販売店で購入されることをおすすめします） 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけて、火の気のないところで 
息を吹さかけてください。 



ご使用前使用前の準備 


変質な油の見分けかた 


2つのコップを比較し、な 
油に少しでも色がついてい 
たり、すっぱい臭いのする 
ちのは変質な油です。 


白い紙 


変質'打油 

〇昨シーズンより持ち越したもの 
〇温度の高い場所で保管したちの 
〇日光のあたる場所で保管したもの 
〇乳白色の容器で保管していたちの 
〇容器のふたが開けてあったもの 


不純な油 

〇巧油外の油(ガソリン、シンナー、天ぷ5油、 
機械油、重油、軽油、巧油添加剤など)がほんの 
少しでも混入したもの 

〇水やごみ、ドラム吿のさびなどが混入したもの 
〇な油水抜剤や助燃剤を添加したちの 


Qe しい好油の保管方法） 


义気、雨水、ごみ、高温、 
直射日光を避けた場所で、 
翌シーズンに持ち越さない 
ように保管ずる 


良い例 


舍 


悪い例 





紫夕がをを^ iii しにくし、色付の 
な油専用容器を使用ずる 

乳白色の容器は使用しないでくだ 
さい。 

ふたはしっかけ 
閉める 



ホームタンクを使用している 
とさは、年に数回、フ]<巧さを 

V 

f -\ 

, □] 

3 

ノ 

U U 


ドラム左での保管は控える 

気温の変化でおのすさ間から水が 
混入したり、さびが発生します。 
やむなくドラム吿で保管するとさ 
は、カバーを掛けるなどしてくだ 
さい。給油時は、水-さびなどの 
混入がないことを確認してくだ 
さい。 



( I 不良好油(変質好油.不純な油）とは） 


変質'打油や不純'打油などの 
不良灯油を使用したときの症!犬 


万一変質'打油や不純'打油などの 
不良灯油を使用したときの処置方法 

〇臭いが強くなる。 

〇黄色い炎が混じる。|15 ぺ-み 
〇乂力が上が!5ない。 

〇消乂しにくい。 

〇着火しにくい。 

〇給油ランプ®が点滅する。 

〇途中消火する （f 0 ミ f 0 ゴ f ぶ。 

0 

〇な油を抜さ、されいなな油でカートリッジタンク 
や油受皿内、油フィルターを洗ってか!5ご使用 
くださし、。を4 ぺ-ジ〉 它己 ページ> 

〇着火-消乂を己回程度繰り返してください。 

(少し臭いがしますので、換気を十分に行って^ 

U ださい ノ 

〇それでも直!5ないとさは修理が必要となります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。1裏表紙> 




〇不良'打油(変質 I 打油-不綿'打油)が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外とな 
ります。 



ご使用前使用前の準備 
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ほ用前の準備 


〇で 


給ミ由のしかた 



給油は必ず消义し、义の気のないところで巧なってください。 

万一の事故を防ぐため、運乾中にカートリッジタンクを取り出すと、給油時消义装置び 
作動し、"/ r を表示して自動消义します。 


運転び停止していることを確認する 

〇運転中のときは、運転入/切スイッチを押し 
てください。 

，_、 ） 運転ランプ ( D が消好 

颜 しまず。 

应 厂\を押ず 
么 力ートリッジタンクを取り出す 

〇 □金を外す 

〇□金の両方のボタンを同時に押して、上に 
持ち上げて外してください。 

両方のボタンを 
同時に押す 
ボタン 

〇外した□金にごみ、糸くず、ほこりなど付着 
しないように注意してください。 

また、ぶつけたり落としたりしないよう取り 
扱いに注意してください。 

A 給油する 

〇油量計の上端を超えないよう給油し、な油 
をあふれさせたり、こぼしたりしないよ5 
に注意してください。 

〇こぼれたな油は完全にふき取ってください。 

油量計 

■上端を超え 
ないよ5に 
給油する。 


127ペ-ジ〉 

5 


□金を確実に閉める 

〇 口金外側を上か5 r カチッ」と音がするまで 
押してください。また、□金のボタンを押し 
たまま閉めないでください。確実に閉ま!5ず、 
□金が外れ乂災のおそれがあります。 

ボタン？瓜*音びするまで巧す 
押さない 

〇□金を閉めたあと、軽く弓 I き上げて外れない 
こと、下図のように斜め上から見てタンクの 
ホい線が見えないことを確認してください。 




ホい線 



赤い線が見\ 
えないこと. 


6 



〇必ず火の気のないところで□金を下にして 
油漏れがないことを確認してください。 
※漏れているときは、 

□金を交換してくだ 
さし、。 酌 ページ> 

れを確釀 

力ートリッジタンクをセットする 

〇カートリッジタンクをセットしたあと、フアン 
ヒーターをゆすったりすると、□金の外側が 
な油でめれることがあります。 




お守り<ださい 


〇力ートリッジタンクと油フィルターは、機種により異なります。専用のものをご使用ください。 

〇給油時、□金が外れにくかったり、ボタンに異常を感じたときは使用を中止し、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。屋 iD 

〇□金を閉めたあと、必ず□金を引き上げ外れないことを確認してください。確実に閉めないと□金が 
外れて、周囲を巧したり、乂災のおそれがあります。 

〇給油時、□金をぶつけないよう、取り扱いに注意してください。□金が変おすると、油漏れのおそれや 
な油が出なくなり、給油ランプ ( D が点滅することがあります。^8^ 

なお、カートリッジタンク、口金の変おは、保証期間中でも保証の対象外となります。 

〇カートリッジタンクは静かに入れてください。落とずように強く入れると、油量モニターの表示の 
精度が悪<なるおそれがあります。 
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ご使用前使用前の準備 


〇で 


給油の合図 



油 量 モニター 



給油2段階サイン‘ 

1回目のお知らせ 


—I !□ /&}— 

約1日〜40分 

V 

2回目のお知らせ 



自動消义 


設定温度_室肉温度 


E1J3 


-I trm irH I - 


8段階のノ（ーグラフでな油の残量を確認できまず。 

カートリッジタンクの巧油が少ないとさに次の操作を行うと、バー 
グラフが点滅すると同時に電子音が鳴って、な油が残り少ないこと 
をお知!5せします。 

〇運転を開始するため運転入/切スイッチを押したとき 
〇運転中に運転延長ボタンを押したとさ 
〇タイマー運転をセツトしたとさ 


給油の台図を2回に分けてメ □ディーと給油ランプ®の点滅 
でお知!5せしまず。 

手が離せないときでもを裕をもって給油が行えます。 

(メ □ディーお知らせを電子音に切り換えるには • • •ぐを句） 


’カートリツジタンクの好油がなくなり、油受皿のな油が少なくなる 
と、給油ランプがゆっくりと点滅し、メ□ディーが鳴ります。 


;油受皿のな油がさ!5に少なくなると、給油ランプ ( D が速く点滅し 
メ □ディーが鳴ります。 

設定温度が ", V /" のとさは、大火力で燃焼しますので、左の燃焼 
時間より短くなります。 

(1 回目のお知!5せか5約2日分で自動消火します） 


;そのまま使用を続けると、油受皿のな油がなくなり、 "£03" を表示 
して自動消乂します。使用状況により2回目のお知!5せと同時に 
消火することがあります。 

;給油を巧い、運転入/切スイッチを押すと、運転を開始します。 


※燃焼時間は火力によって異なります。 




給油2段階サイン中に電源プラグをコンセントか5抜いたり停電したときは、次回運転時は2回目の 
お知5せか5となります。また、燃焼時間は前回の使用状況により異なります。 


ご使用前使用前の準備 


- 14 - 








































































運面を開始ずるとを 



消臭消乂ランプ 
運転ランプ 
運転入/切スイッチ 


運転入/切スイッチを押し、運転を開始します 
運転停止中に 



を押ず 


設定湿度室の温度 

國涵 


〇運転ランプ ( D が点なします。 

〇設定温度と室巧温度を表71^します。 

•室内温度は、/でか!5表示し、0で 
じ(下のとさは/>0を表示します。 

〔放熱窓か5炎の状態を確認ずる 

-〇正常燃焼- 


約45砂後に着义します。 

，設定温度と室内湿度により自動的に燃焼量を 
変え運転します。 

，着乂するとき r カタン」という電磁弁が開く 
音がしますが、異常ではありません。 


青い炎で燃焼する。 

’ノ（ーナの網がホ < なつていて 
も、炎の中に黄色し傑が現れ 


1 

U 

^ なければ異常ではありません。 


1 


X 異常燃焼 


炎の中に常に黄色い炎が 
現れる。 


^ 

処置を行なってくださし、。 ^8^ 



〇初めてお使いになるとさは、防鐘油や耐熱塗料が焼け、煙や臭いが出ることがありまず。1時間 
ほどでおさまりますので、部屋の換気をしなが5ご使用ください。 

オレンジ色の炎が出るときは、しば5くの間、 I 燃焼を続けているとおさまります。 


設定温度室の温度 


運おを開始するとさ 使用方法 


— 1 日一 


運面を停止ずるとを 


運乾入/切スイッチを押し、運乾を停止します 


運転中に 

点滅：消臭消乂 



約8砂間、消臭消义ランプ®び点滅後 
に消义します。 

0必ず火が消えたことを確認してください。 

が肖乂するとき r カタン」という電磁弁が閉じる音がし 
ますが、異常ではありません。 


を押ず 


;表示部が消好し、消臭消乂ランプ湿) 
が点滅します。 


^守0< だをい ) i 


〇消乂は必ず運転入/切スイッチで行なってください。 

また、運転停止後3分間は、本体巧を冷やすためフアンが回っていますので、電源、プラグをコンセント 
か5抜かないでください。電源プラグを抜いて消乂したり、消乂後すぐに電源プラグを抜くと、故障の 
原因になります。 

一消臭機能- 

着火するとさや消火するとさに発生する臭いの原因となる未燃ガスの発生を抑える機能です。 


(着乂するとさ） 

〇着火動作時数秒間、未燃ガスの発生を抑えています。 

(消臭機能は動作していますが、消臭消乂ランプ爾は点滅しません） 


(消乂するとさ） 

〇約8秒間、未燃ガスを燃焼させてか!5消火します。 

このとき消臭消乂ランプ ( D が点滅し、消臭機能が動作していることをお知!5せします。 
(ひかえめ運転で自動消火したときは消臭消乂ランプ®は点滅しません） 

〇異常停止や短時間での運転では消臭機能は動作しません。 


点滅：消真消乂 

(0) 

、入/おノ 


運転を停止するとさ 使用方法 
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設定温度室の温度 


+ 3。じ 
になると 



待機中 ひかえめ運転中に 


〇待機中表示が点な 
し自動消火します。 


設定温度室肉温度 


にな 1ぶ 




，弓 


〇待機中 


〇待機中表示び消な 
し自動着火します。 


b かぇめ） 

( g ^ Vx を巧す 

〇ひかえめランプ®が消なします。 


運転中に 



〇ひかえめランプ ® 
が点なします。 


設定通度を上げるとを-下げるとま 



温度/時刻調節ボタンを押し、設定温度を調節します 

〇室内温度を目安に設定温度を調節してください。 

〇設定温度は,'卜^如での範囲と、 Lo (常にル乂力)、常に大乂力）に調節できます。 


，現在時刻表示にしているときは、表示切換ボタンを押し温度表示にしてか!5調節してください。〇ぺ-ジ] 


广設定温度を上げるとを） 

運起中に 

氏?\ 因™〇國长巨] 

1回押すごとに1でずつ上がります。 


f 設定温度を下げるとき） 

運転中に 


脅 


?。な /与'™:> 记な 


/ 一 〇 



を押ず 

1回押すごとに1でずつ下がります。 


—ひかえめ運転- 

ファンヒーターがお部屋の暖まり具合を自動的に判断し、身体に感じる温度を変えることなく、暖かさを 
保つよう燃焼量を抑え運転します。また、狭い部屋や断熱のよい部屋で使用したり、秋□•春先など 
外気温が比較的高いとさに室内温度が上がり過ざると、燃焼を自動で入-切します。 


〇室内温度の表示は、室内平均温度の目安です。設置方法などにより寒暖計の温度とは一致しないこと 
があります。 

〇電源プラグをコンセントか5抜いたり、停電したときは、設定温度が解除されます。再度、調節して 
<ださい。 




〔ひかえめ運転にずるとき 


しひかえめ運転を解除ずるとき 


室内温度が設定温度より 


設定温度を上げるとき•下げるとき 


使用方社 


- 17 - 


チャイルド□ックをほ用ずるとを 


00 


チャイルド□ツクをセツトずる 



ルさなお子さまのいたず!5や、運転誤操作を防止したいとさにお使いください。 

チャイルド□ックボタンを押し、セットします 

運転中、運転停止中のどち!5でもセットでさます。 


チヤイルド□ツク 

(〇3賴し一 


Cg ^ 



チヤイルド。ジク 

(争3妙巧し） 


チヤイルド□ックランプ® 
が点なします。 


をピッと鳴るまで 
約3秒間押ず 


G 重転中のとを J 



〇1転停止中のとを j 

チャイルドがックの解除外は、操作がでさなくなります。 




〇電源プラグをコンセントか5巧いたり、停電したときは、チャイルド□ツクが解除されます。再度、 
セツトして<ださい。 


〇〇 


チャイルド□ックを解除ずる 



チャイルド□ックボタンを押し、解除します 

運転中、運転停止中のどち5でも解除でさます。 

チヤイルド□ツク ,__ N 



をピッと鳴るまで 
約3秒間押ず 


チヤイルド□クク 

(03 秒巧し） 


チヤイルド□ツクランプ 
が消なします。 


チャイルド □ツク を使用すると さ 使用方法 
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運面を延長-継続ずるとを 



消し忘れによる万一の事故を防ぐため、運乾開始後、3時間で自動消义します 


0：然焼残り時間をお知5せずるとき^ 

3時間で自動消义する前に、運ま云延長ランプ®とメ□ディ:一でお知らせします 

(メ□ディーお知!5せを電子音に切り換えるには… <1^) 

-自動消乂10分前^^自動消乂5分前- 




運転延長ランプ ® 点滅 
メ□ディーが鳴る 





運転延長ランプ透 )点滅 
メ□ディーが鳴る 





( kmi } 


運転延長ランプ透)点な 
メ□ディーが鳴り、自動消火 



广自動消义せずに運転を継続ずるとき） 

運転中に 



，燃焼残り時間のお知!5せに関係なく、運転延長ボタンを押したとき 
か5、さ!5に3時間運転を継続します。 


，継続して長時間運転するときは、お部屋の換気に十分ま意してください。 〈1ぺ-ジ I 
寝るときや外出するときは、消し忘れ消乂装置には頼5ず、必ず運転入/切スイッチで消乂して 
<ださい。 

予想しない事故が発生するおそれがあります。 


運乾を延長•継続するとさ 使用方法 
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現な時刻を合わせるとを 


タイマー運おを使用するときは、現在時刻を合わせてください 

現在時刻合わせは、運転中、運転停止中のどち5でも巧えます。 

〔現在時刻を午後8時30分にちわせるとき） 


時計合せ表示にする く7ぺ-ジ K 8ぺ-ジ I 


( 表を切換 


I 


〇現な晓刻 \\設定温度室喊忌度^ 

ィ I 央時刻合ち 

を押ず 〇タイトが 



き刻 お足溫接 ; 至の温度 /^ 

过 Ml 醉 


I 


) 1度、現在時刻を合わせると、時計表示は 
点巧します。 


ム 現在時刻を合わせる 
または 



〇現を時刻 
- jli - 時刻含せ 
〇 -甜 


を押ず 


設定温度室の温度 


SU.3G. 


時計は/7:0/7か! 5 i ?5:53 を表示します。 


りを押すと1分進み、く]を押すと1分戻ります。 

夕または珍をしば5く押し続けると10分単位で早送りができます。 


現在時刻表示にする 



• 現在時刻 
〇時刻含せ 

を押ず 〇タイト甜 


設定溫度室の温度 


3日.3打 


現在時刻表示になるまで、表示切換ボタンを 
押して < ださい。 


現在時刻を合わせるとさ 使用方法 
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タイ 7 —運巧をほ用ずるとを 


タイマー合せランプ 


運輯ランプ 
運転入/切スイッチ 



タイマーランプ 
タイマーボタン 



〇〇 タイマー運面開始時刻を七ツトずる 


タイマー運乾を使用するときは、タイマー運乾開始時刻を合わせてください 

現在時刻合わせ、タイマー運転開始時刻合わせは運転中、運転停止中のどち5でも行えます。 

〔タイマー運乾開始時刻を午前目時30分にするとき） 


現在時刻び合わせてあることを確認する 



を押ず 〇夕の-^ 


• 現を時刻 設定温度室肉温度 
〇時刻させ 


化.弓狂 


，現在時刻を合わせないとタイマー運転は 
でさません。 

，現在時刻の合わせかたは、20ページを参照 
してください。 


ム タイマー合せ表示にする 


、 7 ぺ-ジ I く S ページ I 

I 



〇現な膀巧! ^設定温度き喊显良^ 
〇時刻含よ 

を押ず米 タイト靴， 


寺ミお思品ち をの温度^ 

が]: 1 / 7 が 


度、タイマー運転開始時刻を合わせると、 
時計表示は点なします。 


I 


J タイマー運転開始時刻を合わせる 

〇現在時刻 設定温度室巧温度 
〇時刻含せ 

朱夕かが 



または 〇時刻合せ I b \\d u \ 


を押ず 


時計は/ 7.77/7 か5^3:53を表示します。 


りを押すと1分進み、く]を押すと1分戻ります。 

く]またはりをしば!5く押し続けると10分単位で早送りができます。 
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タイマー運乾を使用するとき 使用方法 


与運輯状態にする 

〇運転中は、運転入/切スイッチを押す必要はありません。 



運転ランプ ( D と設定温度、室内温度が点なします。 


お^ ド\を押ず 

5 タイマー運転待機中にする 
G 兩) 

ぉ^ を押ず 


) 運転ランプ®が消なし、タイマーランプ®が点巧すると、 
セツトが完了します。 


タイマー運転のセットをしてか5運転入/切スイッチを押すと、タイマー運転が解除されますので、ごま意 
<ださい。 

1度、タイマー運転開始時刻を合わせると、次回か!5は 4、5 を行うだけで同じ時刻に運転が開始 
でさます。 




〇電源プラグをコンセントか5抜いたり、停電したときは、再度、現在時刻を台わせ、タイマー運転 
開始時刻をセットしてください。 

〇カートリッジタンクを取り出したり、地震や強い振動、衝撃を受けたことにより安全装置が作動した 
ときは、もう1度 4 か5セットしてください。 


100セットした時刻になるとタイマー運面閒始0 01 


セツトした時刻になると自動的にタイマー運乾を開始し、を全のため1時間で自動 
消义します。自動消义する前にタイマーランプ C ® とメ□デイ; r でお知らせします。 

(メ □ ディーお知5せを電子音に切り換えるには… <8^) 


自動消乂10分前 




タイマーランプ®点滅 
メ□ディーが鳴る 



自動消乂5分前 




タイマーランプ®点滅 
メ□ディーが鳴る 



品-!涯當^ 




タイマーランプ®点滅 
メ□ディーが鳴り、自動消火 



自動消火せずに運転を継続するとさは、タイマーボタンを押し、タイマー運転を解除してください C 


〇で 


タイマー運拓を解除ずる 



タイマー運転待機中 



〇タイマーランプ®が消な 
し 〇 

を押ず 


タイマー運輯中 






〇タイマーランプ ( D が消な 
し、運転を継続します 0 

を押ず 
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タイマ—運転を使用するとさ 使用方法 
































































曰常の点巧•手入れのしかた 


お巧0<ださい 


，点検•手入れを巧うときは、必ず運転を停止させ、本体が冷えてか5電源プラグをコンセントか5 
抜さ、点検•手入れを行なってください。また、分解はしないでください。 

乂災ややけどのおそれがあります。 


〇〇 


ご使用のたびに 



本体の周辺に可燃物はないか 



0 


油漏れ、油のたまり、油のにじみはないか 

異常があるとさは使用を 
中止し、お買い上げの販 
売店にご相談ください。 


本体のごみやほこりをふき取る 

柔5かい巧でからぶさするか、うすめた中性洗剤をしみ込ませた巧でふいて\ 
ください。 ^ 

本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 



0 


〇 


〇〇 


週に1回が上は 



フアンフイルターのほこりを取る 

フアンカバー 



燃焼-溫風空気取入 □ 


巧れがひどいとさは、洗剤などを使って浸け 
置さし、水で洗い流してください。 


お巧0<ださい 


フアンフイルターの 

かしかた 



上のツマミを押し、手前に 
持ち上げる。 


フアンフイルターの 

取り付けかた 



下のツメをはめてか5上部 
を押す。 


〇フアンカバーか5フアンフイルターを取り外してお手入れするときは、フアンフイルターに強い力を 
かけないで < ださい。 

フアンフイルターが破損することがあります。 


日常の点検•手入れのしかた 点検•その他 
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〇〇 



回が上は 



を全装置の点検をする 


巧震自動消乂装置 


燃焼中に本体をゆすり、消火するか確認してください。 
消火しないとさは修理が必要ですので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 


気密油タンクの 
給油時消乂装置 



カートリッジタンクを取り出し、本体内部のレバーを 
下に押し、指を離したときにもとに戻るか確認して 
ください。正常に動かないとさは修理が必要ですので、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

(レノ（一の位置は6ぺージを参照） 

油受皿内の点検をする 

カートリッジタンクに直接水を混入しなくてち、設置場所の温度変化などで結露によりホーム 
タンクやカートリッジタンク内に水がたまり、油フィルター-油受皿内に流入することがあり 
ます。水が混入していたとさは、2日ページの 2 に従い、水を取り除いてください。 

また、ホームタンクを使用しているとさは、年に数回、水抜さを行なってください。 


〇 


油受皿内に水が 
混入ずると 


給油ランプ®の点滅が止まらない 
着义ミスしたり、異常停止する仁/750 


油フィルターの点検 • 掃除をする 

下の手順に従い、点検-掃除を行なってください。 


油フィルターに 
水やごみが 
たまっていると 


給油ランプ®の点滅が止まらない 


〇 


油フィルターを取り出して確認する 

(取り出すとさは、な油などで床や衣服を巧さないよう注意してください） 
〇油フィルターに丹油を入れ、持ち上げる。 



'打油が連続的に落ちる。 
f 油フィルターには少量^ 
、の I 打油が残ります I 


正常です。 



な油の落ちが悪い。または 
全く落ちない。 
f 油フィルターに口油が多く、 
^ 美っている ) 

ク 

2 に従い、掃除してください。 


ム 油フィルターは、きれいな'打油ですすぎ洗いし、よく乾燥させる 

〇油フィルターは、きれいなな油ですすざ洗いし、ごみなどを取り除き、巧などでな油をふき取った 
あと、日陰に置いてよく乾燥させてください。 

油フィルターに水分が残っていると、な油が落ちず、給油ランプ ( D が点滅します。 

油フイルター 



洗ミき後のな油の処分は、'打油をお買い求めに 
なった販売店にご相談ください。洗ミき後の 
I 打油を使用すると故障の原因になります。 


日常の点検•手入れのしかた 点検•その他 
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な管(翻 H 使用しないときい廃棄のしかた 


次の手順に従ってフアンヒーターを保管してください 
I 電源コードを束ねる 


2 



カートリツジタンク-油受皿内の'灯油を巧く 

〇油フィルターを取り除さ、市販の給油ポンプなどで、油受皿内の巧油やごみ、水を抜いてください。 
(給油ポンプの先を平!5にカツトすると、抜き取りやすくなります） 



〇別売のスポイ 


卜を用意しています。スポイトを使用すると、市販の給油 


ポンプで巧けき5なかったな油が抜き取りやすくなります。 酌 ペ-み 

J フアンフイルター •油 フイルターの 掃除を する 〈23ベ-ジ I 〈24ペ-：; I 
4本体のミちれをふき取る屬到 



スポイト 
173円 
(本体価格16日円） 



5 ファンヒーターを包装箱に入れる 

〇湿気の少ない場所に保管してください。 


お守り<ださい 


，ファンヒーターを傾けたり、横倒しの状態で保管しないでください。 

抜けされなかったな油が漏れ、乂災のおそれがあります。 

，力ートリッジタンク•油受皿巧の灯油を巧かずに保管すると、灯油が変質し、故障のおそれがあります。 
，'打油は翌シーズンに持ち越さず、使いきるようにしてください。 


-廃棄ずるとき- 

〇ファンヒーターを廃棄処分するときは、各自治体の指示に従ってください。 

〇必ずカートリッジタンク-油受皿内の巧油を市販の,給油ポンプなどで抜いてください。 

な油が入ったまま廃棄すると、リサイクルの際、思わめ事故になるおそれがあります。 
〇な油の処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


保管 (長期間使用しないとま •廃棄のしかた 養•その他 
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»障-異常の見分けかたと処置のしかた 


〇〇 修理を依おずる前に 


次の症状は故障ではありません。修理を依頼される前にもう1度ご確認くださし、。 
〇着义時 


症 状 

原 因 

すぐ着火しない 

〇予熱時間が約4日秒必要です。 

〇給油直後はな油が送油経路に回るまで時間がかかります。 

2、3 回着乂動作を繰り返してください。 

「カタン」と音がする 

着火するための動作音です。 

異常ではありません。 

初めて使用するとさや阿油が 
なくなり、再び着火するとさ 
白煙が出る 

な油の気化ガスがバーナに充分回!5ないと、このような症状が出ることが 
ありますが、異常ではありません。 


〇燃焼時-消义時 


症 状 

原 因 

初めて使用するとさオレンジ 
色の炎や煙、臭いが出る 

防鐘油や耐熱塗料が焼けるためです。煙や臭いは1時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなが!5ご使用ください。 

オレンジ色の炎は、しば!5くの間、燃焼を続けているとおさまります。 

炎の色がピンク、またはオレ 
ンジ色になる 

超音波式の加湿器を使用すると起こります。水に含まれるカルシウム分に 
よる反応です。 

炎の色がとをどさチラチラと 
ホくなる 

空気中のほこりが燃えるためです。 

バーナの網がホくなる 

炎の中に黄色い炎が筋状に現れなければ、異常ではありません。 

設定温度を高めに設定してち 
室内温度が上が!5ない 

部屋が広すざるとさに起こります。 

室内湿度が設定温度より高< 
なる 

狭い部屋や断熱のよい部屋で使用したり、秋□•春先など外気温が比較的 
高いとさに室内温度が上がり過ざてしまうことがあります。そのとさは 
ひかえめ運転にしてください。 く 17 ぺ-ジ1 

室内温度表示が部屋の寒暖計 
と一致しない 

室内温度の表示は、室内平均温度の目安です。設置方法などにより寒暖計 
の温度とは一致しないことがあります。 

運転中や消火直後に「ポコ」、 
「パキッ」などの音がする 

金属が熱により膨張.収縮するためです。 

異常ではありません。 

運転停止後、約8秒後に「カタ 
ン」と音がする 

消乂時の動作音です。 

異常ではありません。 

本体側面やカートリッジタンク 
が熱くなる 

燃焼熱により熱くなりますが、異常ではありません。 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点検•その他 


—ぶ一 

















































































故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


〇〇 異常の原因と処置のしかた 


何5かの異常で表のようなエラー表示や症状び現れたときは、適切な処置を行なって 
<ださい 


表示部(エラー表示） 

原因(安全装置） 

処置方法 

全消な 

〇電源プラグが抜けたため、自動消乂した。 

〇—時停電したため、自動消火した。 

(停電安全装置が作動） 

電源プラグを確実にコンセントに差し込み、運乾 

〇 n n 

し U U 

入/切スイッチを押し直す。 く 11 ぺ-ジ1 

〇 n 1 

し U ( 

〇本体を傾けたため、自動消火した。 

〇地震(約震度日上)や強い振動、衝撃を 
受けたため、自動消火した。 

(巧 震 自動消义装置が作動） 

〇水平な場所に設置する。 く 11 ぺ-ジ1 

〇周囲の可燃物、機器の損傷、油のあふれなど異常 
がないことを確認したあと、運転入/切スイッチ 
を押し直す。 

EOE 

油フィルターや油受皿内に水やごみがたま 
ったため、着火ミスしたり、自動消火した。 
(点乂安全装置が作動） 

(燃焼制御装置が作動） 

〇カートリッジタンクや油フィルター、油受皿内 
の水やごみを取り除き、運輯入/切スイッチを 

押し直す。 <24ペ-：; 1 〈25ぺ-ジ 1 

EBB 

〇処置を行なっても繰り返し作動するときは使用を 
中止し、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 

\ mm > 

〔 n つ 
し U ( 

室内温度が異常に高温 (4 crciu 上)になった 
ため、自動消火した。 

(室温異常高温防止装置が作動） 

設置ち法を確かめ、運転入/切スイッチを押し直す。 

EBB 

\\ \ 1 / // 

///1\\\ 

燃焼-温風空気取入□やフアンフィルター、 
温風吹出□が物でふさがれたり、ほこりが 
たまったため、自動消乂した。 

(過熱防止装置が作動） 

〇燃焼•温風空気取入□やフアンフイルター、温風 
吹出□の障害物を取り除き、掃除したあと、鹽5 
入/切スイッチを押し直す。 

〇処置を行なっても繰り返し作動するときは使用を 
中止し、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 

1裏表紙> 

\\\1/// 

///1\\\ 

E 1 1 

〇運転中にカートリッジタンクを取り出し 
たため、自動消火した。 

〇力ートリッジタンクが未セットのまま、運転 
入/切スイッチを 押したため、自動消火した。 
(気密油タンクの給油時消义装置が作動） 

カートリッジタンクをセットし、運転入/切スイッチ 
を押し直す。 く13ペ-ジ 1 

巨 1] 

\\ 1 // 

(換気） 

//1 \\ 

密閉した部屋で使用したとさ、不完全燃焼 
馆 B 屋の空気の異常状態)を防止するため、 
自動消火した。 

(不完全燃焼防止装置が作動） 

部屋の空気を入れ替えてか5運乾入/切スイッチ 
を押し直す。 

(使用中は必ず1時間に1 〜 2回換気する） 

く1ペ-ジ 1 

シリコーン配合商品の使用により、燃焼部 
にシリコン酸化物が付着したため、自動消 
火した。 く 3ページ 1 

お買い上げの販売店にご相談ください。1裏表紙> 

HHH 
〇 も',4為 

換気しないで使用を続け、不完全燃焼防止 
装置が連続して4回上作動したため、自 
動消火した。 

(不完全燃焼通知機能が作動） 

〇部屋の空気を入れ替えてから電源プラグをコンセ 
ントに差し直し、運転入/切スイッチを押し直す。 

〇繰り返し作動するときは、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 1裏表紙> 

h'hh 

伯2秒点滅） 

さ5に不完全燃焼防止装置が3回作動した 
ため、自動消乂し、点乂でさなくなった。 

(再点义防止機能が作動） 

©買い±げの販売店にご相談ください。屋表紙> 

運乾延長ランプ® 
点打 

燃焼を開始してか5 3時間が経過したため、 
自動消火した。 

(消し忘れ消义装置が作動） 

運輯入/切スイッチを押し直す。 く 19 ぺ-ジ1 

運輯ランプ透)点滅 
題転延長ランプ®3点滅 
Err 

運転入/切スイッチが押し続け5れたため、 
自動消乂した。 

表示•操作部周辺の障害物を取り除さ、電源プラグ 
をコンセントに差し直してか!5運転入/切スイッチ 
を押し直す。 

上記 iU 外のエラー 
(例： FGG ) 

点検-修理が必要な故障です。 

表示内容を控えたあと、電源プラグをコンセント 
から抜さ、お買い上げの販売店にご相談ください。 

1裏表紙> 
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故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点検•その他 


症状 

原 因 

処置方法 

ボタンを押してち 
反応しない 

チャイルド□ツクがセツトされている。 

チャイルド □ ックを解除する。 く1日ペ-ジ1 

電源プラグが抜けている。 

電源プラグをコンセントに差し込む。 

換気ランプ ( D の 
点滅が止ま5なし、 

部屋の換気が不十分。 

換気を十分に行う（使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回換 
気する）。 く1ペ-ジ1 

シリコーン配合商品の使用により、燃焼部 
にシリコン酸化物が付着した。く 3ぺ-ジ1 

お買い上げの販売店にご相談ください。 1裏表紙> 

給油ランプ®の 
点滅が止まらない 

な油がな < なった。 

給油する。 く13ページ1 

本体が傾いている。 

水平な場所に設置する。 く11ぺ-ジ1 

カートリツジタンクが変形している。 

油フィルターにの油がたまっていないときは、力ート 

IJ ッジタンクを新しいものと交換する。 129ペ-ジ〉 

カートリツジタンクが間違っている。 

本体専用のカートリッジタンクを使用する。〈5ペ-ジ1 

油フィルターや油受皿内に水やごみがたま 
っている。 

力ートリッジタンクや油フィルター、油受皿内の水や 
ごみを取り除き、油フィルターは水分をよく乾燥させる。 

火力が上がらない 

給油ランプ ( D が点滅している。 

〈24ぺ-ジ1〈2己べ-ジ1 

給油ランプ愚が点滅している。 

給油する。 く13ぺ-ジ1 

変質な油-不純な油を使用した。く12ぺ-ジ1 

〇な油を抜き、されいなな油でカートリッジタンクや 
油受皿内、油フィルターを洗う。 <24ペ-：;1〈2己べ-ジ1 
〇着火-消火を5回程度繰り返す。 
f 少し臭いがしますので、換気を十分に行なって^ 
V < ださい く1ページり 

異常燃焼を起こす 

く1己べ-ジ1 

変質な油-不純な油を使用した。く12ペ-ジ1 

フアンフィルターにほこりがたまった。 

ファンフィルターの掃除をする。 〈23ぺ-ジ1 

臭いが強い 

変質な油-不純な油を使用した。く12ぺ-ジ1 

な油をおさ、されいなな油でカートリッジタンクや 
油受皿内、油フィルターを洗う。 <24ペ-：;1〈25ぺ-ジ1 

な油がこぼれたり、漏れている。 

使用を中止し、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 

度表紙> 

油が漏れている 

カートリツジタンクを入れたまま移動した。 

不純な油を使用した。 く12ぺ-ジ1 


f 処置を巧なっても直5ないとき） 

故障が考え5れまずので、お買い上げの販売店にご相談ください。 HD 
故障したまま使用を続けると、予想しない事故が発生ずるおそれがありまず。 
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部品交換のしかた 


部品交換が必要なとさは、お買い上げの販売店、または 
(財)日本石油燃焼機器保守協会で行う技術管理講習会 
修了者(石油機器技術管理±)、または技術講習会修了者 
(点検整備±)のいる販売店などにご依頼ください。 



お守0<ださい 


〇修理•部品交換は、お客様自身では 
絶対に巧わないでください。 

けがややけどのおそれがあります。 
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部品のご注文のしかた 


次の別売部品は、お買い上げの販売店にご注文ください。その際は、型式の D ¥ び-部品名をはっさりと 
お伝えください。また、インターネットでもご注文がでさます。厦豪 i > 



この価格は本フアンヒーター用です。 

また、価格は予告なく変更することがあります。 

その他の部品についてはお買い上げの販売店にご相談ください。 


定期点巧のおずずめ 


2シーズンに1回の定期点検(有料)をおすすめします 

長期間ご使用になりますと機器の点検が必要となります。 

点検を受けないと、予想しない事故が発生するおそれがあります。 

未然に事故を防止するため、シーズン初めやシーズン終了時にお買い上げの販売店、または修理資格者 
〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928)) で巧う技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±) 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用のフアンヒーターの点検を！ 

ク 

こんな 
症状は 
あ0ま 
せんか 

-油漏れする D 
-強い臭いがする。 

-運転中に異常な音がする。 

-その他の異常や故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

事故防止のため、電源プラグ 
をコンセントからおさ、お買 
い上げの販売店に点検-修理 
をご相談ください。 
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仕様 


型式の呼び 

FB -566 LD 

種 類 

気化式-強制通気形-強制対流形 

点火 方式 

ヒータ点火 

使 用 燃 料 

な油 （J IS 1号な油） 

燃斜消費量 

最大 

已 .6 日 kW (0.544 L / h ) 

最ル 

1.34 kW (0.130 L / h ) 

暖房出力 

最大 

已 .6 日 kW 

最ル 

1.34 kW 

騒 音 

(正 面） 

大火力 

39 d 巨 

ル火力 

25 d B 

油タンク容量 

9.0 L 

燃焼継続時間 

大火力 

16.5 時間 

ル火力 

69.2 時間 

標準適室 

木造 

.日 m 2 (l 日畳） 

] ンク IJ - 卜 

33.0 m 2 に日置） 

外 形 寸 法 

(高さ X 幅 X 奥行） 

45已 mm X 已27 mm x 357 mm 
(置台を含む） 

質 量 

約 14.5 kg 

電源電圧及び周波数 

AC 1日日 V 50/60 H Z 

定 格 

消費電力 

最 大 

420/420 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時 

195/195 W (大火力時） 

86/ 8目 W (ル火力時） 

待機時 

1.0/1.0 W 

安全装置 

停電安全装置、対震自動消火装置、燃焼制御装置、点火安全装置、不完全燃焼防止装置 
過熱防止装置、消し忘れ消火装置、気密油タンクの給油時消火装置 

その他の装置 

室温異常高温防止装置 


保証と アフターサービス 


使用方法-お手入れのしかた-修理のご相談、別売部品の購入などは、お買い上げの 
販売店にご相談ください 


Do 保証について 〇 〇] 


♦保証書(別添付） 

〇保証書は、必ず r お買い上げ曰、製造番号、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店か!5お受け 
取りください。 

〇内容をよくお読みのあと、大切に保管してください。 

♦保証期間 

保証期間は、お買い上げ日から本体 3 年間です。なお、消耗部品細フィルター、ファンフィルター ) 
の取り替えは、保証期間中でも有料となります。他にも有料となることがありますので、保証書をよく 
お読みください。 
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保証とア フターサー ビス (つづき) 


Do 補修用性能部品について 〇 〇] 


〇補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

〇本ファンヒーターの補修用性能部品は、製造巧切り後9年保有しています。 


DO 修理を依巧されるとをは 0 01 


〇「故障.異常の見分けかたと処置のしかた」に従って 
お調べください。 〈2 目べ句がぺ马違兩马 
〇処置を行なっても直5ないときは、ご使用を中止し、 
必ず電源プラグをコンセントか5抜いて、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。 

そのとさは、ちの事項をご連絡ください。 

•保証ち与胃 ■=!=■ 

修理に際しまし口ま、保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店が修理させていただ 
さます。 

♦保証期間び過ざているとき 

修理すれば使用でさるとさには、ご希望により有料 
イ疹理させていたださます。 

參ィ巧里お 1を 

技術料+部品代 (+ 出張料)などで構成されています。 


品 名：ダイニチ ブルーヒーター 

型式の呼び：本体側面に表示 

お買い上げ曰：保証書に記載 

故障の症状：エラー表示など、できるだけ詳しく 


お守り<ださい 


〇修理などでフアンヒーターを運搬するとさは、 
必ずカートリツジタンク-油受皿巧の'打油を 
巧いてください。 

運搬の途中で打油がこぼれて周囲を巧すおそれ 
があります。<1を马 


ごネ目談/を、□(使用方法- お手入れのしかた-修理のご相談、別売部品の購入など) 


お客様ご相談窓□(通話料無料） 

T E L 01 20-468-1 10 
FAX 01 20-468-220 
く受付時間> 

11月〜1月9 : 00〜19 : 00 

(±は〜17 : 00、日 • 祝日-年末年始は休み） 

2月〜10月9 : 0日〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 
吐•曰•祝日は休み） 

※型式の呼び(本体側面に表示)をご確認のうえ、ご連絡くださし、。 


インターネットか 5 のお問い台わせ 
く 24時間受付> 

IQji インターネット r ダイ ニ チェ業 

S ク 

「お客様ヴポート/お問い合わせ」 
http :// www . dainichi - net . co . jp / support / 



ダイニチェ業株式会社におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 


1. ダイニチェ業株式会社 (1 U 下 r 齊社」）は、お客様の個人情報をお客様からのご相談への対応や修理及び 
その確認などに利用させていたださ、これ!5の目的のためにご相談内容の記録を殘すことがあります。 

2. 次の場合を除さ、熙社仪外の第王者に個人情報を提供-開示することはありません。 

①修理やその確認業務を委託する場合 
⑨法令の定める規定に基づ<場合 

3. 個人情報に関するご相談は、お問い合わせいただきました窓口にご相談ください。 


必 3イ=壬工業楠巧を巧 

干 950-1 295新漏市南区化田中 780-6 
ホームぺージ http :// www . dainichi - net . co . jp / 


FB-566LD - 7 - 001000 • 1 



















































